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 ストーリー・マンガ「美味しんぼ」を用いた日本語教育の一例
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キーワード：マンガ，敬体，話し言葉，ポライトネス，言語行動，FTA（相手の体面を脅か
す行為）


















































 雁屋哲作，花咲アキラ画『美味しんぼ』小学館刊から，表 1 に示した場面を取り上げた．

表  取り上げた場面とその「ポライトネス理論」による方略
事例 場  面 目標・検討する機能
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国語が母語話者の留学生 5 名であり，学習者は日本語能力試験 N2 以上のレベルである．











































粟田：申し訳ありません………             
（翌日，雄山は世話役のチヨに，粟田は食欲がなくて

















































粟田：申し訳ありません………             
（翌日，雄山は世話役のチヨに，粟田は食欲がなくて



















































 事例 2 では，親切な行為を行っている場面で，文体は丁寧体でありながら，失礼な言葉を
使った発話の効果を検討した．







士郎：なに？“粟田さん救援隊”？          
同僚：あ、山岡さん、邪魔やから隅っこのほうへ         
すっ込んどってください。 
士郎：ここは俺の家だぞっ。             



















































   見を何も持っておるまい。             図  事例 のシーン ）

















































   見を何も持っておるまい。             図  事例 のシーン ）

















事例 3 のシーンに続くシーンである事例 4 では，聞き手に何らかの圧力がかかるような
行為をとらない「説得」の場面での発話効果を検討した．



















  ・士郎の母は自ら望んで夫のために無理をしたの 
だから母を殺したのは父ではない。粟田はこれ
以上父を憎まないでほしいと望んだ。       図  事例 のシーン ）
  ・粟田は士郎の母の死因を客観的に説明し、士郎が
雄山を憎む原因を否定した。もう士郎が雄山を憎まないことを望んでいる。


















 事例 5 では，「同じ言葉を繰りかえす」，「言外にほのめかし文末を最後まで言わずに曖昧
にする」，その他に，比喩表現を使うことによって文脈の中に含意を持たせる発話の効果を
検討した．事例 5 は事例 4 に続く親子の和解エピソードである．士郎は雄山から母の形見
の皿をもらって以来，徐々に雄山に心を開いていく．ここは，士郎が勇気を出して，初めて
雄山にお礼を言う場面である．































 下線部はどのような意味であるかについて，学習者の  
回答を以下に記す．                             図  事例  のシーン続き ）
・長い間父を憎んだ気持ちが段々なくなるという意味。
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事例 6 では，一般的な規範を越えた敬語使用   図 事例 のシーンその ）
における発話の効果を検討した．











るべく，それぞれの「雪鍋」を和尚にもてな    












生平等の意識を持っている。        図 事例 のシーン その ）   
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[問題 3] 下線部の考えにあなたは賛成ですか。違う考えを持っていますか。理由も答えてください。 
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[問題 4-1] この場面で士郎は一言も言葉を話していませんが、どうしてだと思いますか。 
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[問題 5-2]  今後、士郎と雄山の親子関係はどうなると思いますか。 
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